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2024－25年度国際ロータリーテーマ
第1836回例会

令和7年1月9日（18：30～19：30）

1/9　本日のメニュー
・彩野菜・春雨と牛旁の旨煮
・海老と南瓜のカレー風炒め煮
・蒸し鶏と野菜入りチキンコンソメスープ
・白河産こしひかり・白菜の中華風甘酢漬け
・水菓子

A  出席免除を受けていない正会員数 ５４名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １９名

T  全 正 会 員 数 ７３名

C  Ⓐの出席者数 ３０名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １５名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４５名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ７１
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６３．４％

第183６回例会出席状況� （R７年１月９日)

○ソング
　◦君が代、奉仕の理想
○スマイルBOX
　◦阿部克弘会長、十文字光伸幹事、宮本多可夫会員、成井正之会員、関谷亮一会員、金田昇会員、富永章会員、
安部和夫会員、佐藤幸彦会員、永野文雄会員、白岩修一会員、佐藤弘会員、藤田龍文会員、池田浩章会員、居
川孝男会員、村上堅二会員、山口治会員、大住由香里会員（あけましておめでとうございます。本年もよろし
くお願い致します。）
　◦中目公英会員（あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願い致します。穏やかな正月、たくさ
んの初詣の方々にお越しいただきました。ありがたいことと存じます。）
　◦瀬谷隆志会員（本年もよろしくお願い致します。誕生日のお祝いありがとうございました。）
　◦前原俊治会員（あけましておめでとうございます。阿部会長、十文字幹事、あと半年頑張ってください。1
月3日　は結婚記念日でした。プレゼント有難うございました。）
　◦山田顕一郎会員（あけましておめでとうございます。昨年はスマイルに多くのご協力を頂きありがとうござ
いました。本年もよろしくお願い致します。またク
リスマス例会では子供たちがお世話になりありがと
うございました。）
　◦沼田重一会員（あけましておめでとうございます。
阿部会長卓話ありがとうございます。今年も残すと
ころの親睦活動委員会を頑張りたいと思いますので
ご協力お願い致します。）
　◦石部辰雄会員（結婚記念のお祝いありがとうござ
いました。本年もよろしくお願い致します。）
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■新会員入会式� 十文字俊之会員
　皆さん、こんばんは。おそらく一
回目が8月に初めて来させていただ
いて、ちょっと訳も分からずお食事
と皆さんとこうお話させていただい
て、目的とかロータリーの目指すと
ころを共感しましたので、入会した

からには積極的に参加
していきたいと思いま
すので、どうぞよろし
くお願いしたいと思い
ます。よろしくお願い
します。

■各委員会報告
〇親睦活動委員会� 沼田　重一委員長
【結婚記念日】
前原俊治会員
【誕生日】
片倉義文会員、
湊洋子会員、
諸橋和典会員、
須藤正樹会員、
齋藤愛会員、中嶋一貴会員、
瀬谷隆志会員、永山文雄会員
　皆さん、あけましておめでとうございます。本年も
よろしくお願いいたします。　親睦委員会からですけ
ども今月の30日、3ロータリーによる新年会を「シン
鹿島」さんでやりますので多くの参加をお願いします。
それと、もう来月末から3月に向かって、ホームミー
ティングを開催いたしますので後程ご案内申し上げま
す。以上です。

○雑誌広報渉外委員会� 瀬谷隆志委員長
　本年もよろしくお願いいたします。
それでは、「ロータリーの友」の読
みどころをご紹介させていただきま
す。まず初めに、横の目次の所の7
ページをお開きください。こちら
「いま、あらためて4つのテスト」

というところで、1月は職業奉仕月間となっておりま
す。その理念の礎となっている4つのテスト、ハーバ
ート・Ｊ・テーラーさんによって作られたというとこ
ろで、今ちょうど年も新しくなったのでこういったと

（２）

■会長の時間� 阿部克弘会長
　改めましてあけましておめでとう
ございます。皆さんにおかれまして
はどのようなお正月を迎えられたで
しょうか。私はいつものようにお正
月の1月1日は地元の鹿島神社の歳旦
祭に参加してまいりました。そして

一年の安寧を祈って参りました。その後、南湖神社に
赴きましたが、やはり南湖神社も大変多い方が参拝に
来ておられました。今、時勢は南湖神社かなと渋沢栄
一さんの影響力、メディアの影響力というのは凄いも
のだなと思って帰って参りました。
　うちは12月31日から１月３日までのお休みで4日か
らはもう仕事に入りました。今年は例年と比べてゆっ
くりとした正月になりました。いつもですとちょっと
遠出をしてお正月を過ごすというのが恒例でしたが、
今は白河西ロータリークラブの会長を仰せつかってお
りますので、日ごろ辛い思いもありますので、少し休
養をした方が良いのかなという事で、今回は家でゆっ
くりとさせていただきました。皆さんもいろいろと自
由なお過ごし方をされたと思います。
本日は先程SAAの話ですとセレモニーがいっぱいあ
りますので、会長の時間は以上とさせていただきます。
本日もどうぞ宜しくお願い致します。
■幹事報告� 十文字光伸幹事
〇ガバナー早川敬介　青少年奉仕委員会委員長　増子
博保：第41回RYLA研修会への参加について
〇白河ユネスコ協会会長　小野利廣：｢2025年度東北
ブロックユネスコ活動研究会福島大会in白河｣第3回実
行委員会について(通知)
〇日本事務局　業務推進室：職業奉仕月間リソースの
ご案内
〇公益社団法人白河青年会議所第67代理事長　鈴木恒
平：公益社団法人白河青年会議所2025年度新年会開催
のご案内
〇ガバナー早川敬介　RLI委員会委員長　佐藤栄朗：
ロータリーリーダーシップ研究会(RLI)第7期RLI卒後
コース開催について(ご案内と登録のお願い)
〇福島民報社：広告掲載誌
〇2022-23年度地区幹事　佐藤日出夫：2022-23年度地
区要覧

本日のプログラム
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これはなかなか行くチャンスがない会員さんにきっか
けを提供していきたいなという思いでございますので、
お願いします。その他に、会員の3分間スピーチも含
めましてせっかくなので今までおこなっていた金田さ
んのほうの3分スピーチも継続して、ガバナー輩出ク
ラブというところの意識付けをしていきたいと思って
おります。その中で、例会内容にボリュームが出てき
てしまうので、食事の時間を少し短めにして開始時間
を早めにしたいというところもありますので、ご協力
のほうよろしくお願いします。こういった形で、再来
週から始まっていきますので、是非私からお声の掛か
りました皆さんはご快諾いただければなと思いますの
で、阿部年度6月いっぱいまでですので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

○ＳＡＡ� 矢田部錦四郎会員
　今、プログラム委員会のほうから報告がありました
とおり、1時間という例会の中でプログラムを進めて
いかなければいけないので、今食事が例会の15分前
頃から準備出来ておりますので、その時間に来ると先
程言いましたが、温かく出来立てのご飯を食べられま
す。冷たいご飯を食べるのはＳＡＡだけでいいかなと
思って、是非皆さんは早めに来て美味しいご飯を食べ
ていただければと思います。そうすれば、内容の濃い
例会ができるかということで、一言ＳＡＡのほうから
付け加えさせていただきました。

○会計� 市川正人会員
　皆さん、こんばんは。会計からの
ご連絡でございます。今月は通常会
費と、先日お話がありました特別会
費1万円の徴収月となっております。
1月27日月曜日、ご指定の口座から
会費を引き落としさせていただきた

いと思いますので、ご準備よろしくお願いいたします。
また、直接振込みされる方もお手続きのほうをお願い
いたします。なお、後日事務局からご案内が届きます
のでご確認よろしくお願いいたします。

ころをもう一回読み直して、ロータリーの礎になると
ころを勉強されるのもいいのかなというふうに思いま
すので、ご一読いただければと思います。続きまして
31ページですね、昨年の11月に郡山の「ユラックス熱
海」で行われました地区大会の略報ということで、そ
の時ラグビー日本代表の大野選手の写真が載っており
ます。続きまして、反対側の縦目次のほうなんですが、
こちらの16ページですね。「北陸能登特別編」「にっ
ぽんふうど」というところです。早いもので北陸の地
震からもう一年経ちまして、その時の思い出される写
真が載っております。北陸の食べ物が美味しいような
内容になってますので、こういったところでも何か
我々の手助けになるところがあればいいのかなという
ふうに思いますので、ご一読いただければと思います。

○プログラム委員会� 大住由香里委員長
　皆さん、あけましておめでとうご
ざいます。本年もよろしくお願いい
たします。プログラム委員長の大住
です。今日は今年1月から6月までの
間にプログラムの内容に追加をさせ
ていただく内容を報告させてもらい

たいと思います。昨年度、理事会で承認をいただいて
おり、内容としましては、例会に会員の3分から5分
間のスピーチをいただくという形を取りたいと思いま
す。以前にもやったことがあるというお話は聞いたこ
とがあるのですが、また改めてやりたいと思っており
ます。現状の課題としまして、半年経ちましたが、出
席率が目標の60パーセントを達成できていないとい
う現状と、プログラム内容も会員の卓話が少なく、会
員さんが声を発する機会が少ないということから企画
させていただきました。目的としまして、ロータリー
活動が活性化できるようなプログラムを検討し、出席
率を是非60パーセントを達成させていきたいという
内容でございます。また、2年後に控えておりますガ
バナー輩出クラブとして、全会員が協力できる体制を
少しでも整えていくのと、来年には40周年という形
もありますので、その部分で体制を整えていければな
と思っております。具体的な内容としまして、来週は
移動例会なのでその次から、1例会に一人3分から5分
程度で、卓話会員の人選という部分に関しましては、
出席率向上がありますので、出席率低めの会員さんに
依頼していきたいと思っております。なんか罰ゲーム
みたいに思われるかなという話も出たんですけれども、
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○移動例会のお知らせ
○職業奉仕委員会� 村上堅二会員

　皆さん、あけましておめでとうご
ざいます。本年もよろしくお願いい
たします。来週ですが移動例会とい
うことで、当社のほうに御来社いた
だけるということでお話をさせてい
ただきました。それで、うちのほ

うのジムがどうしても小さいので、ウォーキング5人、
体操を入れても10人ということなので、皆さんのほ
うにメールで行ってると思いますけど11時から12時
半までありますので、その時間で選んでいただければ
なと思いますのでよろしくお願いいたします。

■本日のプログラム�
〇会長年頭卓話� 阿部克弘会長

　皆さん改
めましてこ
んばんは。
会長の年頭
卓話という
事で何を話
そうかとい
う事を考え
ました。矢

田部SAAさんにも相談したんですが、ロータリーを
絡めてやったらどうかというふうなアドバイスもいた
だきましたが、私はこれまで卓話というのは新入会員
のころに3・4度しただけでした。その後、ずうっとや
ってなかったという事でございます。
会長になって米沢中央ロータリークラブさんで卓話を
させていただいた時に、私のライフワークでもありま
す動物愛護ボランティア活動を卓話にしました。今後
いつ卓話ができるか分かりませんので、普段やってい
る活動を皆さんに知って貰う事もPRの一つかなと思
い決めました。それと最近は年齢の比較的若い方やロ
ータリー歴の浅い方が増えてきたので、阿部克弘とい
う人間が良く分かっていらっしゃらない方もいると思
いますので、この「動物愛護ボランティア活動報告」
という事を年頭の卓話とさせていただきました。会長
特権としてお許しいただければ幸いに存じますので、
どうか最後までお聞きいただきたいと思います。

（４）

　それでは始めますが、私は昭和32年7月28日生まれ
の今67歳になります。2010年10月1日入会で、職業分
類は化粧品販売業です。ちょうど金田さんが会長の時
に入会して、このロータリーバッジはその時の大橋ガ
バナーさんから付けていただきましたが、大橋ガバナ
ーは私の高校の大先輩で、そのような方からいただけ
た嬉しさというのは今でも忘れてはおりません。
　動物ボランティア活動の他に犬バカの阿部克弘でＳ
ＮＳ等をやっておりますので、動物特に犬がメインで
やっている事を少しの方にはわかると思いますが、そ
の他に趣味として筋トレをやっております。前回のホ
ームミーティングで山田会員さんから阿部さんはベン
チプレスで90キログラムを持ち上げるという話があ
りましたけど、実際に本当に持ち上げるのかどうか分
からないと思いますので、動画を皆さんに見ていただ
ければと思います。先程も言いましたが、今67歳なん
ですが65歳の時に挑戦して上がりました。その後は鼠
経ヘルニアの手術をしたり肩を痛めたりして、目標の
100キログラムには到達しておりませんが、まあ何と
か頑張りたいと思います。ちょっと見てください。上
がったら拍手してくださいね。宜しくお願いします。
本来はバックミュージックが流れてカッコいいのです
が、今日は調子が悪いのか音楽がでません。これ90キ
ログラムです。これは本当なんです。少なめの拍手有
難うございます。反応がちょっと薄いようですが、今
100キログラムを目指して頑張っておりますのでどう
かご支援いただければ有難いです。
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　さてボランティアの会の始まりは2001年に福島県が
行なうしつけ方教室の学科と実技の第1回目の卒業生
の有志が集まって作った会でございます。私が3代目
の会長をしておりまして、2007年からになるので17年
ぐらいになりますか。最初は県南保健福祉事務所の犬
を使わないお手伝い程度だったんですが、2008年福島
県西郷村にある「太陽の国」の「福島県さつき荘」と
いう所で保健所と一緒に実証実験を行いました。それ
は入所者が犬と触れ合う事によってどんな成果が得ら
れるかという事を半年間に渡って行いましたが、実際
かなりの成果が上がったという事でございます。行政
は半年しか実証実験をしないのでその後はさつき荘さ
んからぜひ続けていただきたいとお願いされ行う様に
なりました。私たちが独自にずっとコロナが発生して
中止になるまで毎月1回訪問して入所者さんのリハビ
リ効果に寄与してまいりました。また機会があったら
再開したいと思います。
 

　ボランティアメンバーは飼い犬のしつけ方教室なら
びに福島県の動物愛護ボランティア養成講座を修了し
た方です。またボランティア犬は、飼い犬のしつけ方
を修了していて獣医師の簡単な適性検査に合格したワ
ンちゃんが担当しています。
　　

　私たちは「命の大切さ」「モラル・マナーの大切
さ」「動物の素晴らしさ」を信条として行っておりま
す。この動画は2020年12月20日に西郷村の米小学校で
開催されたものですがちょっと見ていただければと思
います。これも本当は音楽が入っているんですが、た
だ動画を見ているだけでは味気ないなという気はしま
す。またぼかしが入っているので皆さんに児童さんた
ちの満面の笑みをお見せする事ができないのがとても
残念です。
 

　こちらはうちの前のボランティア犬のホヌが児童さ
んたちにふれあいをさせているところです。ワンちゃ
んを飼っている家庭が少ないので保健所の勉強より実
際の動物に触れる方が喜びとして大きく児童さんにと
ってとても嬉しい様ですね。

　こちらは令和6年度の獣医師派遣事業でのサポート
になります。5月14日は白河市の小野田諸学校ですね。
6月18日は棚倉町の社川小学校。9月19日は西郷村の川
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谷小学校。9月24日は泉崎村の泉崎第二小学校。10月1
日は棚倉町の棚倉小学校ですね。この時は町長の宮川
さんが初めて行政の長としてお見えになり励ましをい
ただきました。メンバー一同大変嬉しい思いをしまし
た。有難かったです。10月24日は塙町の塙小学校。10
月31日は白河市の白河第一小学校。11月7日は西郷村
の米小学校。11月28日の最後は白河市のみさか小学校
でした。かなりの児童さんに参加していただきました。
また老人福祉施設は白河市の運動公園前にある「ツク
イ白河」さん。こちらは前回から間が空きましたが、
２回目の要請があったので行ってまいりました。この
時は後から職員さんから話を聞きましたが、大変喜ん
でいただいて中には泣いていらっしゃる方がいたそう
です。また冥途の土産に良いものを経験させて貰った
という利用者さんもいたそうでございます。その様に
言っていただけるのは本当にボランティア冥利に尽き
るなと思います。

　これがその時の写真ですが本当に顔写真を見せるこ
とができないもどかしさ。子供さんの喜ぶ声や感動を
現場で見ていただくのが一番だと思います。今は個人
情報の難しさがあってこの様に顔を隠して動画もぼか
しながらやっております。当然、老人福祉施設なんか
もそのような形でやっております。以前は白河西ロー
タリーメンバーの遠藤敦さんの所の施設にも何回か訪
問させていただきました。

　児童さんにはボランティア犬を通じての情操教育が
とても必要だとすごく私たちは感じております。犬と

の接し方や心音を聞かせて人間と同じなんだという事。
それから犬とのふれあいでの癒し効果。そして先程も
言いましたように「命の大切さ」「モラル・マナーの
大切さ」「動物の素晴らしさ」などを積極的に継続的
に教えて行きたいと思います。犬アレルギーのある児
童さんにはさせない事も大切です。これはもう小学校
でも先生方が十分に注意してやっております。今、問
題なのは捨て猫や捨て犬で保健所に引き取られる保護
犬とか保護猫です。飼い主や里親が見つからないとき
は、やはりさっ処分をされるようになりますが、福島
県が犬猫を合わせると福島県が全国で一番多い様です。
その様なことを防ぐ活動を私たちはしております。そ
のために小学生の低学年にこの話をして、大きくなっ
てもきちんと最後まで責任をもって動物を飼ってもら
う説明や教育をしております。つい最近ですが白河市
の八竜神の近くに「ローズ薬局」があります。そこで
ミニ動物園みたいなことをやっていたので私たち夫婦
は好きなので行ってきました。そしたら小さい女の子
がお母さんと一緒に私の所に来て「この間はどうも有
難うございました。本当にかわいいワンちゃんを連れ
て来てくれで嬉しかったです」きちんと挨拶をしてく
れたんですね。よく聞いてみたら白河第一小学校の児
童さんで、私たちがボランティアに行った時にその中
にいた女の子でした。ナイアは自動車の中にいたので
私だとは分からないはずでしたが、女の子は分かって
いたんですね。それだけ子供さんの記憶力は大人にな
っても絶対忘れないんじゃないかと思うので、小さい
時からさっ処分の話はしたくありませんがきちんと勉
強をすればさっ処分の数が減って行くのかなと思いま
した。

　「さつき荘」のアニマルセラピーは2008年7月から
12月まで県南保健福祉事務所と一緒にやりましたが、
この1番から5番までの癒し効果、精神面の改善、機能
回復効果、鎮痛効果、生活の潤い、末期がんの入所者
の支えとなった事もありました。本当に動物の力って



第1836回例会　令和７年１月９日（７）

素晴らしいなと私はその時改めて感じました。
　その後、一昨年ですが余命宣告された女性の家族か
ら以前に犬をペットとして飼っていたのでもう一度犬
とふれあいがしたいという要望があったんです。この
時は予定していた日よりも一週間早く都合がついたの
で、主治医もデイサービスの了承も得ていたので、前
のボランティア犬のホヌを連れて行ってまいりました。
そしたら、その後なんと一週間後にお亡くなりになっ
た事を家族の方から聞いたので早めて良かったなと思
いました。今は末期がんのいろいろな取り組みがなさ
れておりますが、これからは動物の力が本当に強くな
っていくのかなと思います。残念ながら日本では医療
行為の一環にはなっておりませんが、欧米では認めら
れており医療先進国は凄いなと感じました。

　犬猫のさっ処分は一昨年は福島県で約2万頭位いた
ので、無駄な命を作らないためにはオスは去勢をする
メスは避妊手術をする。そして想像していた事との違
いとか飽きてしまったりとかで捨てたりしない。終生
飼養の徹底をお願いしたいです。動物管理法でこれは
もう認められているので破ると罰せられます。
 

　今後の目指す環境については動物と共存共栄ができ
る社会づくり。誰にでも優しい街づくり。ちょっと選
挙のフレーズみたいになっちゃいましたが、これを皆
さんと一緒にできればさっ処分も少なくゼロを目指す
事ができるんじゃないかなと思っております。ちなみ
にさっ処分がゼロの国はドイツなんですね。やはりド
イツは進んでいます。

　ＳＮＳ等で私もフェイスブック、インスタグラム、
ライン等で活動を発信しておりますので、もし見てい
ただくことができれば是非お願いをしたいなというふ
うに思っております。

　そういうところを踏まえまして私は今回、社会奉仕
委員長の山口委員長にお願いをしまして「盲導犬の応
援プロジェクトin白河2025」というものを企画してい
ただきました。わたくしのちょっとミスで本来であれ
ば9月にやる予定だったんですが、準備時間が少ない
ということでその後変更していただきましたが、なか
なか県、盲導犬協会、そして場所と。三者が合致する
ところがなかったもんですから、ようやっと2025年3
月22日土曜日、白河信用金庫新白河ビル西支店で、講
師は福島県障がい福祉課、副主査の鈴木祐花さん。こ
の方は本人が盲導犬のハンドラーになっております。
目が不自由な方でございます。その方に来ていただい
て実際の話を県の取り組みなんかも今、力を入れて進
めてるようでございますので、そのところをお話をし
ていただければなと思っております。それから、日本
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第８回　理　事　会
日時　令和７年１月９日㈭
【報告事項】
１．令和７年１月１日十文字俊之様・高田久美子様
　　正式入会
２．県南分区IM登録料支払いの件、1人7,000円
　　全員登録73名で511,000円支出
３．寄付の件　ポリオプラス基金
　　＄8.00×157円×73名91,688円支出
　　ロータリー財団＄50×157円×73名573,050円
　　支出
　　米山寄付5,000円×73名365,000円
４．メイクアップの件　
　　深谷ノースRC2月18日（火）
　　コザRC4月17日（木）にて決定
５．第2回会長幹事会1月21日（火）
　　南湖花文にて開催8,000円×2名　16,000円支出
　　阿部会長・十文字幹事参加
６．次年度地区青少年奉仕委員会
　　インターアクト委員会出向の件　
　　十文字光伸会員にて出向
７．盲導犬応援プロジェクトin白河2025
　　令和7年3月22日（土）
　　新白信ビルイベントホールにて開催

【審議事項】
１．盲導犬応援プロジェクトin白河2025について
　　参加者の動員についてとイベントの告知方法や
　　当日の内容を映像等で残せないかについて
　　話し合いがおこなわれた。

盲導犬協会の仙台訓練センターから普及推進担当のリ
ーダーの池田さんとデモ犬が来ていただいて、皆さん
にそのデモンストレーションを見ていただくというふ
うな形になっております。白河にも一人だけハンドラ
ーの方がいらっしゃいます。鍼灸師をやってらっしゃ
るセキグチさん。この方、時間が合えば日時が合えば
来ていただくようにはお願いはしておりますが。一人
しか県南地区にはおいでにならないということでござ
いますけども、一人は万人のために、万人は一人のた
めにという、これ保険の吉成委員長なんかは保険やっ
てらっしゃるからわかるとは思うんですが、保険の理
念で相互扶助の考え方。一人しかいないからこんなの
は必要ないだろう、そういうことではなくて、やはり
健常者と障がい者が共存共栄できるそういう社会づく
りをしていかないと、白河地区も県南地区も○○ない
かなというふうに思っております。

最後に今後の白河西ロータリークラブも何をやってい
くかということが、ＲＩのテーマの「ロータリーのマ
ジック」ということと、クラブ目標が「思いやりのあ
る感謝のロータリー」ということで、2025‐26年度は
40周年、これは藤田龍文会長エレクトが会長としてや
られます。また、2026‐27年度は青木大副会長が金
田会員がガバナーとして福島県のロータリーをリード
するという、そういう40周年、ガバナー輩出年度に向
けた組織、環境作りに会員一同一丸となって頑張る年、
橋渡しの年と私は思っておりますので、どうか残り半
年になります。是非至らない会長ですが、皆さんのご
協力を仰ぎながら次年度次々年度の成功に結び付くよ
うに頑張ってまいりたいと思いますので、どうか最後
までご協力をお願い申し上げまして会長の年頭卓話と
いたします。ありがとうございました。


